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社研プロジェクト「中国社会研究」 
2005年11月2日～6日上海視察および上海社会科学院との交渉行程 
 
村上 俊介 
 
参加者：柴田弘捷、村上俊介、嶋根克己、福島義和、飯田謙一、宮崎晃臣、泉武夫、飯田十一、 
    加藤幸三郎、儀我壮一郎、湯進 
 
2005 年 11 月 2 日出発グループ：柴田弘捷、嶋根克己、福島義和、飯田謙一 
 11 月 3 日出発グループ：村上俊介、宮崎晃臣、泉武夫、飯田十一、加藤幸三郎、 
 儀我壮一郎、湯進 
行程 
11 月 3 日(木）先発（柴田、嶋根、福島、飯田）グループは 
午前：日本の抵抗溶接機器メーカーOBARA 株式会社の上海におけるグループ企業「小原
（上海）有限公司」訪問。高部克之 副総経理と面談 
午後：キャストコンサルティング（上海）有限公司訪問。福島勝彦、黄勝 副総経理と
面談し上海における日本の投資状況について説明を受ける。 
11 月 4 日（金） 
先発グループと後発（村上、宮崎、泉、飯田、加藤、儀我、湯）グループが合流 
午前：JETRO 上海代表処訪問。経済情報部副部長山田寛之氏より、中国華東地域の投資
動向、日本からの進出企業の問題点、特に上海における投資動向･労働力市場など
のレクチャーを受け、質疑応答。 
午後：みずほコーポレート銀行訪問。支店長花井健氏、副支店長鈴木宏司氏、企画課課
長南塚篤氏、人事課課長蘇志龍氏の応対により、上海における投資動向の説明、
みずほコーポレート銀行の上海での業務内容などの説明を受け、質疑応答。 
 その後、上海金橋加工区にある、比較的上海への進出が早かった「上海岡野服
装有限公司」を訪問し、総経理代理承中和氏より、進出の経緯やベビー服製造等
業務内容の説明を受け、質疑応答。 
11 月 5 日（土） 
午前：上海市内巡検。当時、在外研究で「華東師範大学」に在籍し、上海に滞在してい
た國學院大学文学部教授林和生氏にお願いし、午前中は上海の市場(宝珠市場)、
午後は戦前の日本人街を案内していただき、併せてそれらの場所のレクチャーを
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していただいた。 
午後：市内巡検から、柴田、村上、嶋根、湯の 4人が離れ、上海社会科学院を訪問。 上
海社会科学院社会学研究所長 盧漢龍氏、同青少年研究所所長 楊雄氏、その他
2 名の教授と面談し、2006 年 3 月、専修大学社会科学研究所と上海社会科学院と
の合同シンポジウムを行なうことについて話し合い、合意を得た。 
11 月 6 日（日）帰国 
 
